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〒093-0013 

北海道網走市南 3条西 3丁目

TEL 0152(43)3031

FAX 0152(43)6615
 

令和２年８月号 

No.２９７ 

当所は経済産業省より、

※経営革新等支援機関 

に認定されています。

※経営革新等支援機関とは…経済産業省が創業間もない中小企業の官公需への参入促進や商品開発・販路開拓の他、経営の円滑な承継を促進するな

ど地域経済・雇用の担い手である中小企業・小規模事業者の持続的な発展のための環境整備などについて支援する機関。

当
所
で
は
、
新
規
高
等
学
校
卒
業 

予
定
者
と
地
元
企
業
の
出
会
い
の
場 

を
提
供
し
、
企
業
の
魅
力
を
学
生
に 

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
就
職
の
ミ
ス
マ
ッ 

チ
を
解
消
す
る
合
同
企
業
説
明
会
を 

７
月
２８
日
（
火
）
、
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ 

ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
ま
し 

た
。 

 

当
日
は
企
業
側
か
ら
１５
社
、
網
走 

近
郊
の
高
校
生
４４
名
が
参
加
し
、
２ 

時
間
と
限
ら
れ
た
説
明
会
の
中
で
各 

企
業
の
担
当
者
と
学
生
た
ち
が
積
極 

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ 

て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

 

 

当
所
で
は
、
引
き
続
き
将
来
企
業 

の
担
い
手
と
な
る
若
い
人
材
が
地
元 

に
残
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
積
極
的
な 

雇
用
等
に
つ
い
て
、
会
員
企
業
に
呼 

び
掛
け
て
参
り
ま
す
。 

当
所
、
緊
急
経
済
対
策
本
部
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡 

大
に
よ
っ
て
未
曽
有
の
影
響
を
被
っ 

た
地
元
産
業
の
復
興
支
援
に
向
け
て
、

標
記
、
特
設
通
販
サ
イ
ト
「
あ
ば
し 

り
自
宅
で
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を 

８
月
１
日
に
開
設
し
ま
し
た
。 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
不
要
不
急 

の
外
出
自
粛
下
に
お
い
て
急
増
し
た 

「
巣
ご
も
り
需
要
」
や
ネ
ッ
ト
通
販 

ニ
ー
ズ
に
着
眼
し
、
地
元
の
特
産
や 

名
産
品
、
観
光
資
源
を
訴
求
で
き
る 

公
式
通
販
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
全 

国
に
地
元
商
品
を
売
り
込
む
こ
と
を 

目
的
に
企
画
し
た
事
業
で
す
。 

 

取
り
組
み
方
法
は
、
当
所
が
本
通 

販
サ
イ
ト
に
登
録
す
る
地
元
企
業
の 

商
品
を
サ
イ
ト
上
に
集
約
し
て
ア
ク 

セ
ス
数
や
集
客
力
に
期
待
が
図
れ
る 

「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」 

に
て
販
売
を
行
い
ま
す
。
（
商
品
の 

発
送
は
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
と
の
掛
売
契 

網走産品を全国に向けて販売！ 
特設通販サイト「あばしり自宅で満喫プロジェクト」を開設！ 

令
和
２
年
度 

 

合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
！ 

約
・
送
料
の
設
定
が
必
要
。
） 

販
売
す
る
商
品
は
、
食
品
、
宿
泊
券
、

食
事
券
、
工
業
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
券 

な
ど
「
あ
ら
ゆ
る
商
品
が
販
売
可
能
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
初
期
費
用
は
掛
か
ら
ず
サ 

イ
ト
開
設
か
ら
１
年
間
は
、
１０
ア
イ 

テ
ム
ま
で
商
品
登
録
が
無
料
と
な
っ 

て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
開
設
記
念
を 

含
む
計
３
回
、
一
度
に
１
万
円
以
上 

購
入
さ
れ
た
お
客
様
を
対
象
に
、
抽 

選
で
網
走
限
定
の
日
専
連
商
品
券
を 

贈
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
共
同
懸
賞
） 

も
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

今
後
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
随
時 

登
録
企
業
を
受
付
け
て
参
り
ま
す
の 

で
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と 

し
て
、
是
非
、
こ
の
機
会
に
会
員
皆 

様
の
ご
活
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま 

す
。 

お
問
合
せ
・
詳
細
に
つ
い
て
は 

当
所
（
☎
４
３
‐
３
０
３
１
）
ま
で

※あばしり自宅で満喫プロジェクトサイト URL（https://abashiri.net/） 

会場の様子 
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新型コロナウイルス感染症の拡大を契機とした自粛要請等によって売上の急減に直

面する事業者の事業継続を下支えするために、固定費の中で大きな負担となっている 
地代・家賃の負担を軽減することを目的に、テナント事業者に対して「家賃支援給付金」

が支給されます。 
 

【給付対象者】 
・資本金10億円未満の中堅企業、中小企業、小規模事業者、フリーランスを含む個人 
事業等であり、5月～12月において以下のいずれかに該当する者に給付金を支給。  

※医療法人、農業法人、NPO法人、社会福祉法人等会社以外の法人も幅広く対象。 
 

①1ヵ月の売上高が前年同月比で50％以上減少 
②連続する3ヵ月の売上高が前年同期比で30％以上減少 
③自らの事業のために占有する土地・建物の賃料を支払い 

 
 

【給 付 額】 
・法人に最大600万円、個人事業者に最大300万円を一括支給。 

 

【算定方法】 
・申請時の直近1ヵ月における支払賃料（月額）に基づき算定した給付額（月額）の 

６倍。 
 支払賃料（月額） 給付額（月額） 

法   人 
75万円以下 支払賃料×給付率2/3 
75万円を超える 50万円＋(支払賃料の75万円の超過分×1/3） 

※但し、100万円（月額）が上限 

個人事業者 
37.5万円以下 支払賃料×給付率2/3 
37.5万円を超える 25万円＋(支払賃料の37.5万円の超過分×1/3） 

※但し、50万円（月額）が上限 
 

【申請期日】 
 ・売上減少月の翌月～2021年1月15日までの間、いつでも申請できます。 
 （なお、給付額は申請時の直近1ヵ月における支払賃料に基づき算定されます） 
 

【必要書類】 
①賃貸借契約の存在を証明する書類（賃貸借契約書類等） 
②申請時の直近3カ月分の賃料支払実績を証明する書類（銀行通帳の写し、振込明細書等） 
③本人確認書類（運転免許証等） 
④売上減少を証明する書類（確定申告書、売上台帳等） 

 

【申請方法】 
 ・電子申請による方法の他、ご自身で電子申請を行うことが困難な方のため、網走市民 

会館（中会議室）において申請サポート会場が用意されています。 
申請サポート会場電話予約窓口（0120‐150‐413）まで 

 

【よくある問合わせ】 
 Ｑ個人事業者の「自宅」兼「事務所」の家賃は対象となりますか？ 
 Ａ（対象ですが、確定申告書における損金計上額等、自らの事業に用する部分に限ります） 
 

Ｑ借地の賃料は対象となりますか？ 
 Ａ（対象です。借地上に賃借している建物が存在するか否かは問いません。駐車場、資 

材置場等として事業に用している土地の借料も含む） 
 

Ｑ管理費や共益費も賃料の範囲に含まれますか？ 
 Ａ（賃貸借契約において賃料と一体的に取り扱われている等、一定の場合には含まれます） 
 

 
 
 
 

※相談ダイヤル【家賃支援給付金コールセンター】 
０１２０－６５３－９３０（平日・土日祝日 ８：３０～１９：００） 
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当所では、新型ウイルス感染症対策支援についてのご相談を受付けております。 

極力ワンストップ対応とさせていただきますが、国、産業支援機関等の制度に関して 

対応できない場合もございますが、その場合は、連絡先をお伝えします。 

 対象となるか分からない方につきましても、是非、この機会にご利用下さい！ 
 

≪そのお悩みお受けします！≫ 

○制度や助成金がありすぎてよくわからない。 

○どこに連絡すればよいかわからない。 

○連絡したが、ここではないと言われた。 
 

【相談内容】 
○経営・金融相談 － 経営や資金繰り等、各種ご相談。 
○雇用・労働相談 － 従業員の休業に関すること等、各種ご相談。 
○持続化給付金  － 申請方法の相談、必要な書類について、電子申告が出来ない。 

 ○家賃支援給付金 － 制度内容・必要書類、給付額等についてご相談。 
 ○販路拡大    － 他に活用できる補助金について。 
 ○その他     － 上記以外のご相談について。 
 

※詳細・お問合せについて 当所（☎４３－３０３１）まで 

事業継続計画（ＢＣＰ）の策定を推進します！ 
災害時の備えとなり、事業資産の損害を最小限に収め、早期復旧を可能とします！ 

 

○事業継続計画（ＢＣＰ）とは 
・企業が緊急事態に遭遇した場合において、事業資産の損害を最小限に収めつつ、中 
核となる事業の継続、早期復旧を可能とするため平常時に行うべき活動や、緊急時 
における事業継続のための方法や手段などを具体的に取り決めておく計画です。 

 
１．事業継続計画（ＢＣＰ）が必要な理由 
・未曽有の災害などにより、多くの企業が倒産や事業縮小などに追い込まれてきまし 
た。直接被害を受けていない企業でも、取引先や仕入先の被災で販路縮小や倒産な 
ど二次的被害もありました。自分たちの直接的な原因ではなく、あらかじめＢＣＰ 
（事業継続計画）を策定していれば倒産を免れた企業も多く、大企業と比べて資本 
が少ない中小企業だからこそ必要となる計画です。 

 

２．事業継続計画（ＢＣＰ）を策定するメリット 
 ・従業員の生命や会社の資産を守ることは勿論のこと、優先すべき業務を絞り込むこ 

とを抽出しておくことで事業の見直しを早急に行うことができます。 
また、重要業務の早期復旧ができることで、市場や顧客の占有率軽減や企業評価の 
低下を防ぐ他、業務の重要度や優先度、従業員の自主性の向上等に繋がります。 

 

 ３．事業継続計画（ＢＣＰ）策定までの手順 
 ①優先的復旧する事業・業務を決定する ⇒ ②事業停止に繋がるリスクの分析 ⇒ 
 ③事業戦略の検討 ⇒ ④事業継続計画（BCP）の策定 
 

 
◆事業継続計画（BCP）詳細は、独立行政法人中小企業基盤整備機構 

URL（https://www.chusho.meti.go.jp/bcp/contents/level_c/bcpgl_01_1.html） 
 

※詳細・お問い合わせは当所（☎４３－３０３１）まで 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

網走市役所 新庁舎移転事業計画（速報）！ 

6 月 23 日（火）、網走市新庁舎建設基本構想策定検討委員会（委員長、吉田穂積・東京農 

業大学生物産業学部長）は、水谷洋一市長に新庁舎建設基本構想の答申を行い、下記のとお 

り今後のスケジュール等が発表されました。 

 

新庁舎は、訪れるあらゆる人に配慮し、バリアフリー・ユニバーサルデザインを基本に、 

将来の人口減少を見据え、コンパクトでかつ柔軟で効率的な庁舎を整備することとし、財源 

は国の財政支援を活用すること。建設位置は「金市舘ビル跡地周辺敷地」を適地と判断し、 

市有地のみを活用して建設する案と隣接の民有地を取得して建設する案の２案が示されま 

した。各階の床面積を広く確保できることから、設計の自由度が高まり、さまざまな建築計 

画の検討が可能になるとのこと。 

また、庁舎ゾーンが国道 244 号に面することから、庁舎への出入りやバス利用者など市民 

の利便性が向上することから、民有地を取得するよう努めてほしいとの要望がありました。 

 
①案（市有地のみ） 

 

②案（隣接地取得） 

 
 

新庁舎の「基本理念」を「市民に自然にやさしいスマート庁舎」とし、その下に５つの基 

本方針を設けました。 

「基本方針１：人に優しく市民に親しまれる庁舎」では、あらゆる人が利用しやすい窓口や 

交流・相談窓口を設ける。「基本方針２：防災拠点となる庁舎」では、耐震機能を確保し、 

災害に強い安全・安心な庁舎。「基本方針３：環境に優しい庁舎」では、省エネルギーの推 

進、再生可能エネルギーの導入について検討し、コスト面でも建築費用からメンテナンス、 

廃棄までの生涯費用を低減させる。「基本方針４：まちづくりの拠点にふさわしい庁舎」で 

は、市街地形成や都市整備と一体となったまちづくりに寄与する庁舎。「基本方針５：効率 

的で情報化に対応できる庁舎」では、ＩＣＴ機能を活用し、市民サービスの向上と事務の効 

率化を図るとともに、高度なセキュリティ機能を有する庁舎。以上となっております。 

※網走市役所新庁舎移転事業計画 URL：https://www.city.abashiri.hokkaido.jp/416chousha/020committee/index.html 

 

 

 

当所では、標記、商品券「1セット 13枚綴り（1,000×13 枚）を 10,000 円で販売中で

す。購入限度数は１世帯あたり 2 セットまで。商品券の使用期限は令和 2 年 11 月 30 日

までとなっております。購入方法として、網走市から事前に送付された購入引換ハガキ

を必ず持参してください。 

○販売期間：８月３１日（月）平日：午前１０時～午後４時まで 

※お問合せ：当所まで（０１５２－４３－３０３１） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○職 員 数    ３４７人 
○議 員 数     １６人 
○新庁舎の面積  約７，０００㎡を基本に面積縮小に取り組む 
         ※現庁舎面積：６，７２１．０㎡ 

（本庁舎：５，１１３．６㎡ ・ 西庁舎：１，６０７．４㎡） 
○来庁者用駐車場 ７２台を確保 
○低 層 階    市民利用エリア／窓口業務エリア 
○中層階～高層階 行政事務エリア／災害対応エリア（中層階のみ）／一時避難エリア 
         市民利用の頻度が低い部署、災害対策本部やサーバー室や電気室等の 
         重要諸室 
○高層階     議会エリア 
         議場や傍聴席、委員会室 
○構造計画    大規模地震が発生した場合にも、防災拠点施設としての機能が十分に 
         発揮できる耐震性、安全性を確保するため、構造体の耐震安全性の目 

標を『耐震基準の１．５倍の強度』に設定。 
構造形式は、イニシャルコスト、ランニングコストともに最も安価な 
『耐震構造』とされます。 

 

 

○概算工事費   約４９億円 
         ※７，０００㎡の想定で道内自治体の建設工事費を参考に算定。 
          設計費や外構工事費、備品購入費、引越費などの経費は別途。 
○スケジュール  令和２年度 ～ 令和３年度（基本工事・実施設計） 
         令和４年度 ～ 令和５年度（建設工事・外構工事） 
         令和６年度               （供用開始） 
※検討委員会において、以上の答申内容となり、網走市ではこの答申を最大限尊重した中、 
 今後も住民への説明や意見募集行った上で、基本構想の策定を目指します。 
 
 

当所で『あばしり地域応援商品券』を販売中！ 
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網走市役所 新庁舎移転事業計画（速報）！ 

6 月 23 日（火）、網走市新庁舎建設基本構想策定検討委員会（委員長、吉田穂積・東京農 

業大学生物産業学部長）は、水谷洋一市長に新庁舎建設基本構想の答申を行い、下記のとお 

り今後のスケジュール等が発表されました。 

 

新庁舎は、訪れるあらゆる人に配慮し、バリアフリー・ユニバーサルデザインを基本に、 

将来の人口減少を見据え、コンパクトでかつ柔軟で効率的な庁舎を整備することとし、財源 

は国の財政支援を活用すること。建設位置は「金市舘ビル跡地周辺敷地」を適地と判断し、 

市有地のみを活用して建設する案と隣接の民有地を取得して建設する案の２案が示されま 

した。各階の床面積を広く確保できることから、設計の自由度が高まり、さまざまな建築計 

画の検討が可能になるとのこと。 

また、庁舎ゾーンが国道 244 号に面することから、庁舎への出入りやバス利用者など市民 

の利便性が向上することから、民有地を取得するよう努めてほしいとの要望がありました。 

 
①案（市有地のみ） 

 

②案（隣接地取得） 

 
 

新庁舎の「基本理念」を「市民に自然にやさしいスマート庁舎」とし、その下に５つの基 

本方針を設けました。 

「基本方針１：人に優しく市民に親しまれる庁舎」では、あらゆる人が利用しやすい窓口や 

交流・相談窓口を設ける。「基本方針２：防災拠点となる庁舎」では、耐震機能を確保し、 

災害に強い安全・安心な庁舎。「基本方針３：環境に優しい庁舎」では、省エネルギーの推 

進、再生可能エネルギーの導入について検討し、コスト面でも建築費用からメンテナンス、 

廃棄までの生涯費用を低減させる。「基本方針４：まちづくりの拠点にふさわしい庁舎」で 

は、市街地形成や都市整備と一体となったまちづくりに寄与する庁舎。「基本方針５：効率 

的で情報化に対応できる庁舎」では、ＩＣＴ機能を活用し、市民サービスの向上と事務の効 

率化を図るとともに、高度なセキュリティ機能を有する庁舎。以上となっております。 

※網走市役所新庁舎移転事業計画 URL：https://www.city.abashiri.hokkaido.jp/416chousha/020committee/index.html 

 

 

 

当所では、標記、商品券「1 セット 13枚綴り（1,000×13 枚）を 10,000 円で販売中で

す。購入限度数は１世帯あたり 2 セットまで。商品券の使用期限は令和 2 年 11 月 30 日

までとなっております。購入方法として、網走市から事前に送付された購入引換ハガキ

を必ず持参してください。 

○販売期間：８月３１日（月）平日：午前１０時～午後４時まで 

※お問合せ：当所まで（０１５２－４３－３０３１） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○職 員 数    ３４７人 
○議 員 数     １６人 
○新庁舎の面積  約７，０００㎡を基本に面積縮小に取り組む 
         ※現庁舎面積：６，７２１．０㎡ 

（本庁舎：５，１１３．６㎡ ・ 西庁舎：１，６０７．４㎡） 
○来庁者用駐車場 ７２台を確保 
○低 層 階    市民利用エリア／窓口業務エリア 
○中層階～高層階 行政事務エリア／災害対応エリア（中層階のみ）／一時避難エリア 
         市民利用の頻度が低い部署、災害対策本部やサーバー室や電気室等の 
         重要諸室 
○高層階     議会エリア 
         議場や傍聴席、委員会室 
○構造計画    大規模地震が発生した場合にも、防災拠点施設としての機能が十分に 
         発揮できる耐震性、安全性を確保するため、構造体の耐震安全性の目 

標を『耐震基準の１．５倍の強度』に設定。 
構造形式は、イニシャルコスト、ランニングコストともに最も安価な 
『耐震構造』とされます。 

 

 

○概算工事費   約４９億円 
         ※７，０００㎡の想定で道内自治体の建設工事費を参考に算定。 
          設計費や外構工事費、備品購入費、引越費などの経費は別途。 
○スケジュール  令和２年度 ～ 令和３年度（基本工事・実施設計） 
         令和４年度 ～ 令和５年度（建設工事・外構工事） 
         令和６年度               （供用開始） 
※検討委員会において、以上の答申内容となり、網走市ではこの答申を最大限尊重した中、 
 今後も住民への説明や意見募集行った上で、基本構想の策定を目指します。 
 
 

当所で『あばしり地域応援商品券』を販売中！ 
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本
来
の
社
長
業
が
始
ま
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
工
事
に
つ
い
て
は
把
握
し 

て
い
た
そ
う
で
す
が
、
営
業
や
経
理 

に
関
し
て
は
ノ
ー
タ
ッ
チ
で
あ
り
、 

全
部
門
を
総
合
的
に
考
え
る
「
経
営
」

に
つ
い
て
は
、
新
し
く
覚
え
る
こ
と 

ば
か
り
で
心
が
と
き
め
い
た
？
と
の 

こ
と
。
平
成
２０
年
７
月
、
最
新
の
建 

築
技
術
を
取
り
入
れ
、
「
建
築
創
造
・

顧
客
満
足
・
社
会
貢
献
」
と
お
客
様 

の
求
め
る
ベ
ス
ト
な
建
築
追
求
を
目 

的
に
、
よ
り
親
し
み
の
も
て
る
企
業 

と
し
て
社
名
を
「
和
晃
建
設
㈱
」
か 

ら
「
ワ
コ
ー
建
設
㈱
」
に
変
更
し
ま 

し
た
。 

 

ワ
コ
ー
建
設
㈱
さ
ん
で
は
、
次
の 

３
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
日
々
チ
ャ 

レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

１
つ
目
（
持
続
的
な
価
値
を
持
つ
建 

築
で
生
涯
財
産
価
値
を
高
め
る
こ
と
）

２
つ
目
（
高
品
質
な
空
間
で
住
む
人 

を
ハ
ッ
ピ
ー
に
す
る
こ
と
） 

３
つ
目
（
住
ま
い
の
お
悩
み
を
ス
マ 

ー
ト
に
解
決
す
る
こ
と
） 

ワコー建設㈱ 
代表取締役社長 
渡 邊 一 弘 氏 

昭
和
５６
年
６
月
に
は
、
先
代
の
ご 

子
息
渡
邊
一
弘
氏
が
大
学
を
卒
業
後
、

関
連
企
業
で
経
験
を
積
み
２５
歳
で
入 

社
。
そ
の
頃
、
建
設
業
は
毎
朝
午
前 

７
時
始
業
で
終
業
時
刻
は
大
体
２１
時 

頃
で
連
日
の
残
業
は
当
た
り
前
。
休 

日
は
月
に
第
一
・
第
二
日
曜
日
の
２ 

日
の
み
で
、
ま
だ
３
Ｋ
（
キ
ツ
イ
・ 

キ
タ
ナ
イ
・
キ
ケ
ン
）
と
い
う
言
葉 

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
厳
し
い 

労
働
環
境
に
鍛
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

平
成
１１
年
３
月
、
先
代
が
代
表
取 

締
役
会
長
と
な
り
、
渡
邊
一
弘
氏
が 

２
代
目
の
代
表
取
締
役
に
就
任
。 

肩
書
変
更
は
名
目
だ
け
で
、
業
務
内 

容
は
変
わ
ら
ず
、
後
継
者
に
自
覚
を 

促
す
た
め
「
任
せ
る
」
範
囲
を
拡
大 

す
る
こ
と
と
「
進
言
」
を
受
入
れ
る 

先
代
の
度
量
が
肝
要
と
痛
感
さ
れ
た 

そ
う
で
す
。 

 

平
成
２０
年
３
月
、
会
長
が
８１
歳 

で
病
に
倒
れ
、
そ
こ
か
ら
２
代
目
の 

代
表
曰
く
「
当
社
で
は
、
（
豊
富
な 

経
験
）
と
（
最
新
技
術
）
、（
デ
ザ
イ 

ン
力
）
を
活
か
し
て
、
ス
タ
イ
リ
ッ 

シ
ュ
で
高
品
質
な
生
活
空
間
を
求
め 

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
、
あ
る
い
は
子
育 

て
を
終
え
ら
れ
充
実
し
た
新
生
活
ス 

タ
イ
ル
を
計
画
さ
れ
て
い
る
熟
年
の 

方
達
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て 

建
設
の
企
画
・
設
計
・
施
工
ま
で
行 

っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
一
級
建
築
士
事
務
所
と
し 

て
一
般
住
宅
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
ま
で 

設
計
や
工
事
監
理
も
行
っ
て
い
ま
す 

の
で
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
是
非
、 

ご
連
絡
下
さ
い
」
と
会
社
の
Ｐ
Ｒ
も 

忘
れ
ず
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

昭和４９年頃の事務所 

創
業
５０
年 

経
験
・
技
術
・
デ
ザ
イ
ン
力
で
住
ま
い
の 

悩
み
を
ス
マ
ー
ト
に
解
決
！ 

 
 

  

ワ
コ
ー
建
設
㈱ 

 

創
業
者
で
あ
る
渡
邊
正
一
氏
は
昭 

和
２
年
２
月
宮
城
県
生
ま
れ
。 

昭
和
２２
年
７
月
、
単
身
で
渡
道
し 

戦
中
戦
後
、
漁
業
で
街
が
賑
っ
て
い 

た
こ
と
も
あ
り
、
網
走
市
内
の
阿
部 

水
産
に
就
職
。 

 

昭
和
３１
年
５
月
、
水
産
会
社
で
の 

経
験
を
活
か
し
網
走
市
内
に
お
い
て 

観
光
物
産
店
を
開
業
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
の
昭
和
４６
年
２
月
、
当
時 

の
住
宅
建
設
ブ
ー
ム
を
背
景
に
、
秋 

山
清
氏
、
有
賀
勇
氏
、
松
本
忠
誠
氏 

ら
親
族
と
一
緒
に
和
晃
建
設
㈱
を
設 

立
。 

先
代
の
渡
邊
正
一
氏
が
代
表
取
締
役 

に
就
任
し
ま
し
た
。 

                                

                                

                                

                             

◎テレワークとは  

・情報通信機器等を活用して、時間や場所の制約を受けずに、柔軟に働くことができる形態

のことを指します。社員にとって住宅での勤務が可能になれば、育児と仕事の両立、通勤

時間の有効活用が見込まれる他、企業にとっても業務の効率化、事業継続対策の効果など

が期待されます。 
  また、テレワークには働く場所により、オフィス以外で仕事をする、在宅勤務、モバイ

ルワーク、決められた場所で仕事をするサテライトオフィス勤務があります。 
 

○テレワークの導入に向けて  
１.対象者の選定 

どのような場合にテレワーク（在宅勤務）を認めるか、その対象理由を決めて、条件に沿

って対象者を選定します。在宅勤務であっても労働基準法などは適用されますので、次の

点に留意してください。 
 

①労働条件の明示 

 労働契約の締結に際し、就業場所を明示する必要があり、在宅勤務の場合、就業場所とし

て社員の自宅を明示しなければなりません。 
 

②労働時間の把握 

出社時間と同様に労働時間を適正に管理する必要があります。労働日ごとの始業・終業時

刻の記録を残し、確認することが必要です。 
 

③就業管理の取扱い 

 出社する場合と異なる制度（介護や育児の短時間勤務制度等）を用いる場合は、その内容

を説明しておく必要があります。就業規則の変更手続も必要です。 
 

２.対象義務の整理 

 テレワークや在宅で対応可能な業務を一覧化して、対象とする業務を決めて、テレワーク

 希望者にその業務を割り当てます。 
 

３.労務管理のルールを整備 

 就業規則にテレワーク勤務に関する規定を加えることが必要です。介護や育児を条件とす

る場合の基準や、長時間通勤を判断する基準等を明確にし、就業規則に含める方法とテレ

ワーク勤務規定として別に定める方法があります。 

就業規則の作成・届出義務がない事業所は、労使協定や労働条件通知書で対応します。 
 

４.情報通信環境の整備 

テレワークを行うためには、会社のシステムやネットワークに接続し、出社時と同様に業

務ができる情報通信環境、リモートアクセスと呼ばれる仕組みが必要となります。 

在宅勤務する場合、自宅にパソコン等の設備が整っていなければなりません。必要な備品

は会社からの支給（貸出）が望ましいですが、私物のものでも問題ありません。 

また、テレワークで使用するパソコンはインターネットを経由して利用するため、不正ア

クセスやウイルス対策が不可欠となります。 
 

○テレワーク導入にあたっての全般的な相談窓口 

・テレワークマネージャー事業（総務省）※専門家が無料で相談・コンサルティング 

URL（https://www.nttdata-strategy.com/r01telework/） 
 

・テレワーク相談センター（厚生労働省）※テレワークに関する相談に無償対応 

URL（https://www.tw-sodan.jp/） 
 

○助成金関係 

・時間外労働等改善助成金 新型コロナウイルス感染症対策のためのテレワークコース（厚生労働省）

※感染症対策として新たにテレワークを導入する中小企業事業主を支援 
 

 

※詳細等については、当所（☎０１５２‐４３‐３０３１）まで 
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ト
に
解
決
！ 

 
 

  

ワ
コ
ー
建
設
㈱ 

 

創
業
者
で
あ
る
渡
邊
正
一
氏
は
昭 

和
２
年
２
月
宮
城
県
生
ま
れ
。 

昭
和
２２
年
７
月
、
単
身
で
渡
道
し 

戦
中
戦
後
、
漁
業
で
街
が
賑
っ
て
い 

た
こ
と
も
あ
り
、
網
走
市
内
の
阿
部 

水
産
に
就
職
。 

 

昭
和
３１
年
５
月
、
水
産
会
社
で
の 

経
験
を
活
か
し
網
走
市
内
に
お
い
て 

観
光
物
産
店
を
開
業
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
の
昭
和
４６
年
２
月
、
当
時 

の
住
宅
建
設
ブ
ー
ム
を
背
景
に
、
秋 

山
清
氏
、
有
賀
勇
氏
、
松
本
忠
誠
氏 

ら
親
族
と
一
緒
に
和
晃
建
設
㈱
を
設 

立
。 

先
代
の
渡
邊
正
一
氏
が
代
表
取
締
役 

に
就
任
し
ま
し
た
。 
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網走商工会議所８月のスケジュール 

◆ ３日（月） 東北海道商工会議所専務理事懇 

談会 

◆ ５日（水） 共済推進会議 

◆ ６日（木） 網走地区安全運転管理者協会 

「第１回目法定講習会」及び役員会 

         網走商工会議所常議員会・懇親会 

◆１１日（火） ＢＣＰ研修 

◆１２日（水） テレワーク導入セミナー 

         ＢＣＰ研修 

◆１３日（木） 網走市戦没者追悼式 

◆２５日（火） 小規模・中小企業支援機関会議 

◆２６日（水） 網走商工会議所議員会親睦パーク 

ゴルフ大会 

 

 

≪ 当所クリオネ共済推進強化期間のご案内！ ≫ 
 

当所では、会員事業所の福利厚生の充実を目的に各種共済・福祉制度（引受保険

会社アクサ生命保険㈱）を導入しております。 

現在、多くの会員事業所の皆様にご利用いただいておりますが、この度、更に充

実した指導・サービスに役立てていただくため、７月 1 日（水）～８月３１日（月）

までを「クリオネ共済推進強化期間」として、当所の共済・福祉制度推進員である

アクサ生命保険㈱の社員が皆様の事業所にお伺いし、各種保険制度等について説明

させていただきます。 

是非、この機会にご検討賜りますようお願い申し上げます。 


